
近
世
村
落
は
お
お
む
ね
太
閤
検
地
と
村
切
に
よ
っ
て
村
域
が
確
定
さ

れ
、
成
立
し
た
。
そ
の
太
閤
検
地
に
関
す
る
研
究
は
長
年
に
亘
っ
て
整

理
・
体
系
化
さ
れ
、
検
地
の
政
策
的
意
義
や
実
情
に
つ
い
て
詳
細
な
考

(
1
)

（

2
)
 

証
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
池
上
裕
子
氏
の
提
言
以
降
、
村
落

に
視
点
を
据
え
た
検
地
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ず
知
見
が
加
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
検
地
が
村
落
に
ど
う
影
響
し
た
の
か
、
と
く
に
検
地

の
「
村
切
」
と
し
て
の
側
面
を
捉
え
た
研
究
は
今
も
っ
て
少
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

村
切
に
つ
い
て
有
光
友
学
氏
は
、
散
懸
り
や
出
入
作
と
い
っ
た
土
地

所
有
の
問
題
よ
り
も
、
ま
ず
村
境
の
確
定
と
い
う
境
域
の
次
元
で
把
握

(
4
)
 

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
村
切
概
念
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

氏
の
研
究
を
引
き
継
い
だ
、
近
世
村
落
成
立
に
お
け
る
境
域
の
確
定
に

つ
い
て
の
究
明
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
検
地
と
村
切
が
土
地
所
有
に
関
す
る
錯
綜
関
係
を
清
算
し
て

は
じ
め
に

新
し
い
「
人
と
土
地
と
の
関
係
」
を
創
出
す
る
た
め
の
兵
農
分
離
政
策

の
具
体
的
作
業
で
あ
る
と
し
た
の
は
水
本
邦
彦
氏
で
あ
る
。
氏
は
検
地

に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
「
属
地
的
」
な
領
主
の
村
に
対
し
て
、
「
属
人

(
5
)
 

的
」
な
村
人
の
村
の
存
在
を
提
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
村
落
の
二
面
性

は
歴
史
地
理
学
で
も
歴
史
的
領
域
論
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
近
年
は

(
7
)
 

歴
史
学
に
お
い
て
も
村
落
領
域
論
は
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
村
落
の
形
式
的
・
実
質
的
両
側
面

か
ら
村
落
領
域
を
検
討
す
る
と
い
う
試
み
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
そ
の
村
落
領
域
が
村
切
に
よ
っ
て
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
村
切
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
近
世
村
落
が
従
来

の
中
世
惣
村
と
一
致
し
て
い
た
か
否
か
で
「
村
切
の
徹
底
」
度
が
論
じ

ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
不
一
致
を
掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
は

(
8
)
 

看
過
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
太
閤
検
地
に
よ
る
村
切
に
注
目
し
、
と
く
に
村

切
本
来
の
目
的
で
あ
る
村
域
の
確
定
を
通
し
て
、
村
切
が
村
域
の
確
定

と
村
落
領
域
の
構
成
に
ど
う
影
響
を
与
え
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
と

村
切
と
村
落
領
域

摂
津
国
吹
田
村
の
成
立

石

本

倫

子

-1-
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推
定

根
拠

現
在

の
小

字
す

い
た

※
数

字
は

表
1
の

小
字

番
号

吹
田

砂
堆

垂水村

3 
。 ー

圃
3

一
亘

ー 且ーー

日
78

下

息こ
二

し”閉凶固タ

153

日

110

胴一

r,"141
薗国
89

国．
9[一

15415227 

ん
て・・ソ3 

， ろ
ふー

7 
7 

村
絵

図
記

載
の

小
字

通
称

地
名

お
よ

び
検

地
帳

記
載

順
たヽ

ー

8

500 
1
0
0
0
m
 

図
2

『
吹
田
村
検
地
帳
写
』
小
字
現
地
比
定
図



明
治
二
二
年
(
-
八
八
九
年
）
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
っ
て
、

江
戸
期
の
村
名
が
大
字
と
さ
れ
、
従
来
の
字
を
小
字
と
称
す
る
よ
う
に

(
9
)
 

な
っ
た
。
字
11
小
字
は
地
域
に
よ
っ
て
、
名
・
小
名
・
下
げ
名
・
組
・

方
限
・
一
筆
書
き
な
ど
様
々
な
呼
称
が
あ
る
が
、
地
域
を
構
成
す
る
最

小
単
位
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
歴
史
的
特
性
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ

は
当
然
近
世
村
と
村
落
領
域
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要

な
要
素
と
な
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
集
落
と
耕
地
の
分
布
状
況
を
復

原
す
る
前
提
と
し
て
、
小
字
の
現
地
比
定
を
行
な
う
と
と
も
に
、
そ
の

変
遷
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
（
図
1
)
。

ま
ず
最
初
に
現
在
の
小
字
は
、
現
行
の
住
居
表
示
か
ら
は
姿
を
消
し

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
自
治
会
と
し
て
そ
の
名
称
と
境
界
を
残
し
て
い

る
場
合
が
多
く
、
通
称
地
名
と
し
て
も
人
々
の
生
活
の
中
に
根
強
く
息

(
1
)
小
字
の
現
地
比
定

一
、
検
地
帳
に
み
る
集
落
と
耕
地

思
う
。
具
体
的
に
は
摂
津
国
吹
田
村
（
現
在
の
大
阪
府
吹
田
市
旧
吹
田

村
。
以
後
「
吹
田
」
と
い
う
名
称
は
近
世
村
落
と
し
て
の
吹
田
村
お
よ

び
旧
吹
田
村
を
さ
す
。
）
を
対
象
に
、
村
落
生
活
の
基
本
的
な
要
索
で

あ
る
集
落
・
耕
地
・
氏
神
へ
の
信
仰
に
焦
点
を
あ
て
、
検
地
帳
の
分
析

と
氏
子
圏
の
調
査
を
通
し
て
そ
の
こ
と
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

畝50 口
□口
□ロ

片山村

垂水村

40畝

ロ
g

1
¥
‘
{；
:
＇
 

吹田砂堆

※数字は表 1の小字番号

図3 『吹田村検地帳写』屋敷地分布図

-4-



づ
い
て
い
ぶ
。
こ
れ
は
明
治
の
地
籍
図
（
旧
土
地
台
帳
）
に
よ
っ
て
作

成
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
久
三
年
(
-
八
六
三
年
）
「
吹
田

村
平
七
等
田
畑
質
入
証
文
」
の
記
載
か
ら
も
江
戸
末
期
に
遡
る
こ
と
が

で
き
る
。

さ
ら
に
時
代
を
遡
る
と
、
現
在
の
小
字
と
検
地
帳
記
載
の
小
字
を
つ

な
ぐ
も
の
と
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
村
絵
図
に
行
き
当
た
る
。
村
絵

図
は
宝
暦
―
二
年
(
-
七
六
二
年
）
二
月
（
絵
図
1
)
と
寛
政
二
年

（
一
七
九

0
年
）
二
月
「
摂
州
嶋
下
郡
吹
田
村
絵
図
」
（
絵
図
2
)
で
あ

(12) 
る
。
楕
円
の
な
か
に
数
個
の
小
字
群
と
地
目
・
面
積
・
石
高
が
記
入
し

て
あ
り
、
各
小
字
の
境
界
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
絵
図

上
に
お
け
る
小
字
群
の
記
載
位
置
・
各
小
字
の
記
載
順
序
・
現
在
の
小

(13) 

字
を
考
慮
し
て
、
相
対
的
な
位
置
を
比
定
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
現
在
の
小
字
と
村
絵
図
記
載
の
小
字
、
さ
ら
に
検

(
U
)
 

地
帳
の
記
載
順
に
拠
っ
て
、
検
地
帳
記
載
の
小
字
の
現
地
比
定
を
行
な
っ

た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
ま
ず
現
在
の
小
字
＇
・
村
絵
図
の
小
字
と
検
地

帳
の
小
字
数
を
比
較
す
る
と
、
検
地
帳
の
小
字
が
一
五
七
、
村
絵
図
記

載
の
小
字
が
一
四
七
、
現
在
の
小
字
が
―
ニ
―
と
な
っ
て
お
り
、
近
世

な
ら
び
に
近
代
に
入
っ
て
小
字
の
統
廃
合
が
進
行
し
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
分
布
状
況
を
見
て
み
る
と
、
字
が
多
い
地
域
と
少
な
い

地
域
が
見
ら
れ
、
「
三
本
松
」
「
沢
井
」
「
桶
詰
」
「
三
ツ
池
」
「
大
曽
根
」

「
志
乗
」
以
西
の
地
域
、
神
崎
川
沿
い
の
字
名
に
「
島
」
の
つ
く
地
域

は
、
検
地
帳
お
よ
び
村
絵
図
に
は
該
当
す
る
小
字
名
が
記
載
さ
れ
て
お

(
2
)
集
落
と
耕
地
の
分
布

摂
津
国
で
太
閤
検
地
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
検
地
条
目
や
施
行
方
式

(
1
5
)
 

が
最
も
整
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
文
禄
三
年
で
あ
る
。
吹
田
市
域
の
文
禄

検
地
に
関
す
る
文
書
は
承
応
元
年
（
一
六
五
二
年
）
写
の
「
吹
田
村
検

(16) 

地
帳
写
」
（
以
後
「
検
地
帳
」
）
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は

は

す

田

ひ

か

し

ノ

中

反

弐

畝

壱

石

六

斗

八

升

与

五

郎

の
よ
う
に
字
名
・
地
目
・
面
積
・
斗
代
・
登
録
人
の
順
に
記
事
が
あ
る
。

地
目
は
屋
敷
•
田
・
畠
で
、
田
畠
は
上
・
中
・
下
・
下
々
の
四
等
級
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。

中
口
久
夫
氏
は
、
こ
の
検
地
帳
に
つ
い
て
天
和
三
年
（
一
六
八
三
年
）

竹
中
領
検
地
帳
と
の
比
較
か
ら
検
地
施
行
の
順
序
や
日
程
の
詳
細
な
分

析
を
行
い
、
斗
代
や
登
録
人
の
検
討
か
ら
出
入
作
や
所
領
分
け
お
よ
び

人
身
支
配
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
検
地
に
お
け
る
村
切
が
、
村
落
領
域
の
構
成
と
ど
う
関

係
し
て
い
た
の
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
考
察
を
試
み
る
の
で
、
中
口

氏
の
土
地
を
媒
介
と
し
た
人
的
・
物
的
な
分
析
に
対
し
、
土
地
そ
の
も

の
に
注
目
し
て
、
小
字
ご
と
の
地
目
別
面
積
を
集
計
し
（
表
1
)
、
集
落

(18) 

と
耕
地
の
分
布
状
況
を
確
認
す
る
。

ら
ず
、
そ
れ
以
後
の
開
発
と
命
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
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吹田砂堆

※数字は表 1の小字番号

図4 『吹田村検地帳写』田地分布図

①
屋
敷
の
分
布

ま
ず
屋
敷
の
分
布
を
示
し
た
も
の
が
図
3
で
あ
る
。
こ
れ
は
屋
敷
数

で
は
な
く
面
積
に
よ
る
分
布
状
況
で
あ
る
が
、
屋
敷
が
吹
田
の
中
心
部

に
集
中
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
吹
田
村
成
立
の
重
要
な
地

(19) 

理
的
条
件
と
し
て
吹
田
砂
堆
と
条
里
地
割
が
想
起
さ
れ
る
。
昭
和
四
十

年
(
-
九
六
五
年
）
国
土
地
理
院
発
行
の
二
万
五
千
分
の
一
・
土
地
条

件
図
「
大
阪
東
北
部
」
に
よ
る
と
吹
田
の
中
央
部
が
他
地
域
と
異
な
る

半
島
状
の
微
高
地
と
な
っ
て
お
り
砂
堆
と
分
類
さ
れ
て
い
な
。
こ
れ
が

吹
田
砂
堆
で
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
図
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
屋
敷

の
集
中
し
て
い
る
地
域
は
、
こ
の
砂
堆
上
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
吹
田
の
よ
う
な
近
畿
地
方
の
沖
積
平
野
部
は
条
里
地
割
が
最

も
典
型
的
に
分
布
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
東
西
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
吹
田
に

向
け
て
伸
び
て
い
る
島
下
南
部
条
里
と
豊
島
郡
条
里
が
こ
の
吹
田
砂
堆

(21) 

に
分
断
さ
れ
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
条
里
地
割
の
及
ば
な
い
砂
堆

上
の
地
域
は
洪
水
の
被
害
を
直
接
受
け
な
い
こ
と
か
ら
集
落
形
成
の
基

(22) 

点
と
な
り
、
二
つ
の
条
里
地
域
を
結
合
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
神
崎
川
は
内
陸
部
の
河
川
と
大
阪
湾
を
つ
な
ぐ
水
上
交

通
路
で
あ
り
、
砂
堆
は
渡
河
と
船
泊
の
拠
点
と
な
っ
て
、
古
代
よ
り
吹

(23) 

田
は
水
陸
交
通
の
要
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
(
-
八
八
五
年
）
陸
軍
陸
地
測
量
部
発
行
の
仮
製
二
万

分
の
一
地
形
図
「
吹
田
村
」
を
見
る
と
、
当
時
の
集
落
も
高
浜
神
社
周

辺
と
泉
殿
神
社
周
辺
の
ニ
ヶ
所
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
集
落
が
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(24) 

発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
後
代
の
地
形
図
と
の
比
較
か
ら
分
か
る
ま

た
現
在
の
小
字
名
を
み
て
も
こ
の
砂
堆
上
の
小
字
に
は
「
町
」
と
名
の

つ
く
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
早
く
か
ら
集
落
と
し
て
発
達
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

高
浜
神
社
周
辺
の
「
南
町
」
に
は
川
端
垣
内
・
牛
丸
垣
内
・
中
之
丁

垣
内
・
布
屋
垣
内
・
市
場
垣
内
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
「
神
境
町
」
に
も

「
三
軒
垣
内
」
と
呼
ば
れ
る
垣
内
が
あ
り
、
現
在
で
も
地
蔵
盆
な
ど
年

に
数
回
集
ま
っ
て
お
り
、
近
世
以
来
の
「
侍
内
」
と
い
う
呼
び
名
も
残
っ

て
い
る
。
「
神
境
町
」
は
検
地
帳
に
お
い
て
小
字
単
位
の
屋
敷
記
載
は

少
な
い
が
、
中
口
氏
は
分
米
の
下
に
知
行
わ
け
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
朱
筆
の
「
神
」
な
ら
び
に
「
神
西
」
六
十
五
筆
の
屋
敷
に
つ
い
て
も

(25) 

神
境
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
慶
長
五
年
（
一
六

0
0年
）
九

(
2
6
)
 

月
廿
一
日
付
「
池
田
輝
政
•
福
島
正
則
禁
制
写
」
の
宛
所
に
「
す
い
田

（
い
力
）

村
之
内
し
ん
け
ん
村
」
と
一
村
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

(27) 

「
神
境
」
の
集
落
と
し
て
の
規
模
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。

ま
た
、
泉
殿
神
社
周
辺
の
「
西
ノ
庄
町
」
に
も
大
工
垣
内
・
五
ケ
垣

内
・
中
垣
内
・
北
垣
内
の
四
つ
の
垣
内
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
垣
内
は
開

発
の
拠
点
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
吹
田
で
は
そ
の
名
称
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
商
工
業
に
関
連
し
て
形
成
さ
れ
、
生
活
上
の
結
合
単
位
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
吹
田
の
都
市
的
性
格
を
あ
ら
わ
す
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
所
領
わ
け
の
際
に
も
垣
内
を
単
位
と
し
て
い

(
2
9
)
 

た
可
能
性
が
見
ら
れ
る
。

田

．
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吹田砂堆

※数字は表 1の小字番号

図5 『吹田村検地帳写』畑地分布図

-7-



こ
の
よ
う
に
屋
敷
が
集
中
す
る
砂
堆
上
に
お
い
て
も
、
高
浜
神
社
周

辺
と
泉
殿
神
社
周
辺
の
東
西
二
つ
の
「
集
落
集
合
体
」
の
存
在
が
み
て

と
れ
る
。
な
お
図
3
上
に
み
え
る
一
三
五
「
せ
ん
め
う
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
地
域
は
後
背
低
地
の
中
に
散
在
す
る
盛
土
地
に
合
致
す
る
た
め
、

若
干
の
住
居
が
構
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
低
湿
地
開
発
の
拠
点
と
な
っ

(30) 

た
と
考
え
る

②
田
畠
の
分
布

図
4
は
田
地
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
概
観
す
る
と
地
質
の

良
い
上
田
・
中
田
は
砂
堆
上
お
よ
び
吹
田
北
東
部
に
、
地
質
の
悪
い
下

田
・
下
々
田
は
砂
堆
以
外
の
吹
田
西
部
に
そ
れ
ぞ
れ
多
く
分
布
し
て
お

り
、
「
東
」
と
「
西
」
二
つ
の
「
耕
地
集
合
体
」
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
検
地
帳
の
記
載
順
1
1
検
地
施
行
順
を
み
て
も
、
上
田
地
域
は
比

較
的
早
く
、
下
田
地
域
は
遅
く
な
っ
て
お
り
、
足
場
条
件
が
よ
い
乾
田

地
帯
か
ら
湿
田
地
帯
へ
移
っ
た
と
い
う
中
口
氏
の
推
定
が
裏
付
け
ら
れ

る。
「
井
口
」
「
つ
か
も
と
」
「
ま
へ
の
」
な
ど
西
部
の
湿
田
地
帯
に
つ
い

て
は
次
の
史
料
が
あ
る
。

（
前
略
）
沖
台
下
田
之
分
悉
沼
田
水
中
二
而
苅
取
候
儀
就
中
低
地
之

場
所
摂
河
両
国
之
水
損
村
々
二
も
無
之
存
外
之
深
田
二
而
足
之
踏
泊

り
も
無
御
座
夏
中
草
取
候
節
も
竿
竹
横
た
へ
右
竹
二
尻
ヲ
居
踏
な
か

ら
泥
中
二
草
取
苅
入
之
節
稲
垣
仕
候
而
も
壱
丈
余
り
之
枕
木
二
藁
踏

ヲ
は
か
セ
泥
中
之
留
り
ヲ
い
た
し
大
竿
竹
二
而
結
廻
し
尤
野
道
へ
間

違
平
泥
之
場
所
修
理
極
難
之
所
二
而
苅
入
節
ハ
な
ん
は
卜
唱
候
而
弐

尺
板
沓
を
履
キ
相
励
申
候
且
稲
禅
船
唱
候
而
長
五
尺
巾
四
尺
位
之
小

舟
似
寄
器
二
濡
稲
積
ミ
立
（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
が
稀
に
見
る
深
田
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
し
て
草
取
で
は
竿
竹
や
枕
木
、
稲
刈
で
は
「
な
ん
ば
」
と
呼
ば

れ
る
田
下
駄
や
「
稲
棒
船
」
を
用
い
る
な
ど
、
農
具
や
農
法
に
特
別
な

配
慮
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
「
実
二
難
渋
之
場
所
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し

中
南
部
の
「
セ
き
め
ん
て
」
「
西
だ
う
」
「
お
ふ
ち
」
は
川
寄
り
の
地
域

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
上
田
が
多
い
。
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
こ
の
地

域
が
微
高
地
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
三

0
「
ま
つ
か
は
な
」
は
現
在
の
小
字
面
積
で
は
小
さ
い
が
、

検
地
帳
に
お
け
る
田
地
面
積
は
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
前
出
の
村
絵
図

で
は
こ
の
「
ま
つ
か
は
な
」
付
近
は
小
字
記
載
が
多
く
、
文
禄
検
地
の

時
期
ま
で
は
比
較
的
広
い
範
囲
を
さ
す
小
字
名
で
あ
っ
た
の
が
、
近
世

以
降
の
集
落
の
増
加
に
伴
な
い
小
字
が
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

同
様
に
畑
地
の
分
布
を
示
し
た
も
の
が
図
5
で
あ
る
。
史
料
に
「
当

村
之
儀
者
地
低
之
作
場
多
御
座
候
而
冬
作
麦
菜
種
植
付
之
場
所
僅
之
儀

(32) 

ニ
而
」
と
あ
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
耕
地
面
積
は
田
地
に
比
べ
て
少
な

い
が
、
地
質
の
良
い
上
畠
・
中
畠
と
、
地
質
の
悪
い
下
畠
・
下
々
畠
が

砂
堆
を
挟
ん
で
ほ
ぼ
対
照
的
に
分
布
し
て
お
り
、
東
西
二
つ
の
「
耕
地
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集
合
体
」
は
田
地
よ
り
も
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
中
南
部
の
「
お
ふ
ち
」

「
西
だ
う
」
「
あ
し
あ
ら
い
」
「
セ
き
め
ん
て
」
な
ど
川
寄
り
の
地
域
に

上
畠
が
多
い
こ
と
も
前
述
し
た
よ
う
に
そ
こ
が
微
高
地
で
あ
り
、
砂
堆

中
央
部
が
水
は
け
の
悪
い
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

主
な
生
産
物
は
、
史
料
に
あ
る
麦
・
菜
種
の
ほ
か
室
町
末
期
よ
り
生

(33) 

産
さ
れ
た
綿
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
吹
田
の
名
産
と
し
て
は
慈
姑
と
芹
が

よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
享
保
二

0
年
（
一
七
三
五
年
）
刊
行
の
『
五
畿

内
志
』
の
―
つ
で
あ
る
『
摂
津
志
』
に
「
菰
（
ク
ワ
ヘ
）
芹
但
吹
田
村

出
」
と
あ
る
ほ
か
『
摂
津
名
所
図
会
』
な
ど
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
。
慈

姑
の
自
生
地
は
「
や
か
へ
」
「
井
口
」
「
中
田
」
「
ひ
ろ
ミ
」
「
お
ふ
ち
」
、

移
植
地
に
は
「
ま
へ
の
」
「
つ
か
も
と
」
な
ど
西
部
の
深
田
が
多
か
っ

た
が
、
分
布
図
上
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
の
耕
地
面
積
は
砂
堆
上
に
比
べ

る
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
自
家
用
の
野
菜
生
産
が
中
心
で
、

近
世
に
入
っ
て
か
ら
こ
れ
ら
の
商
品
作
物
の
生
産
が
本
格
化
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

(
3
)
集
落
と
耕
地
の
関
係

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
集
落
と
耕
地
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
形
態
か
ら
、

と
も
に
東
と
西
二
つ
の
「
集
落
集
合
体
」
と
「
耕
地
集
合
体
」
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
東
と
西
の
空
間
認
識
で
あ
る
が
、
実

際
に
近
世
で
は
次
の
よ
う
に
砂
堆
か
ら
東
を
「
上
野
」
、
西
を
「
下
野
」

と
呼
ん
で
い
た
。

上
野
与
唱
候
場
所
者
不
残
井
戸
水
汲
揚
修
理
仕
候
且
又
下
野
与
唱

候
場
所
之
内
過
半
仕
掛
ケ
水
亦
々
踏
車
を
以
養
育
仕
候
其
余
下
田

(
3
6
)
 

与
唱
へ
水
損
場
二
御
座
候

こ
の
史
料
か
ら
、
上
野
は
井
戸
に
よ
る
灌
漑
、
下
野
は
井
路
に
よ
る
導

水
と
い
う
用
水
形
態
の
相
違
も
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
上
野
と

下
野
と
い
う
区
別
は
、
砂
堆
中
央
部
の
ほ
う
が
低
く
神
崎
川
沿
い
の
地

域
の
ほ
う
が
微
高
地
で
あ
る
と
い
う
地
形
的
条
件
に
起
因
す
る
も
の
で

(37) 

あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い

そ
し
て
、
こ
の
東
と
西
の
空
間
認
識
は
、
「
西
ノ
庄
」
と
い
う
地
名

か
ら
も
当
然
荘
園
制
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。
「
西
ノ
庄
」
と
は
吹

田
西
庄
に
因
ん
だ
名
称
で
あ
る
。
吹
田
庄
は
貞
観
七
年
（
八
六
五
年
）

(
3
8
)

（

39)．
 

に
立
荘
し
、
醍
醐
寺
末
寺
清
住
寺
に
寄
進
さ
れ
て
醍
醐
寺
領
と
な
っ
た
。

そ
し
て
平
安
末
期
に
は
清
住
寺
領
「
吹
田
東
西
庄
」
に
伊
勢
役
夫
工
米

(40) 

等
が
免
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
西
二
つ
の
庄
に
分
か
れ
て
い
た
。

中
世
の
吹
田
は
、
こ
の
醗
醐
寺
領
お
よ
び
興
福
寺
領
吹
田
庄
の
ほ
か
成

枝
御
領
・
崇
禅
寺
領
が
複
雑
に
入
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
関

係
は
明
確
で
な
い
。

ま
た
、
中
世
後
期
の
吹
田
の
所
領
分
布
を
知
る
史
料
と
し
て
寛
正
二

年
(
-
四
六
一
年
）
「
中
島
崇
禅
寺
領
目
録
」
が
あ
り
、
崇
禅
寺
領
の

う
ち
忍
頂
寺
名
と
倉
殿
名
半
済
分
、
倉
殿
名
一
色
方
半
名
分
な
ら
び
に

(
4
1
)
 

山
田
名
が
散
在
し
て
い
た
。
検
地
帳
の
「
た
る
み
の
」
「
セ
う
し
の
」
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二
、
氏
子
圏
に
み
る
信
仰
領
域

「
く
ろ
と
」
「
か
た
や
ま
ノ
」
な
ど
登
録
人
の
肩
書
き
を
見
る
と
、
近
隣

の
垂
水
村
・
小
路
村
・
蔵
人
村
・
片
山
村
か
ら
の
入
作
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
木
村
礎
氏
は
、
検
地
の
時
点
で
は
出
入
作
の
存
在
は
極
め

て
一
般
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
中
世
後
期
の
分
散
的
な
名
経
営
を
反
映
し

(42) 

た
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
ま
さ
に
吹
田
は
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ

る。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
農
民
は
、
同
じ
集
落
に
居
住
し
な
が
ら

も
そ
れ
ぞ
れ
の
名
を
耕
作
す
る
と
い
う
名
に
付
随
し
た
性
格
を
持
っ
て

い
た
。
実
際
に
登
録
人
の
土
地
保
有
状
況
を
見
て
み
る
と
、
最
大
の
土

地
保
有
者
で
あ
っ
た
与
三
兵
衛
は
、
高
浜
神
社
付
近
に
居
住
し
て
い
る

が
、
そ
の
保
有
地
は
吹
田
全
域
に
散
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
保
有

地
は
比
較
的
「
下
野
」
地
域
に
多
く
、
そ
こ
に
は
次
章
以
降
で
詳
述
す

る
「
集
落
集
合
体
」
と
「
耕
地
集
合
体
」
の
統
一
や
近
世
に
入
っ
て
か

ら
の
新
田
開
発
の
萌
芽
を
見
て
と
れ
る
。

つ
ま
り
、
耕
地
の
集
積
や
開
発
は
名
に
よ
る
分
散
的
な
土
地
保
有
状

況
に
即
し
た
か
た
ち
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
生
産
性
の
向
上
に
呼
応
し

て
集
落
も
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
小
字
の
地
域
的
偏
差
や
統
廃

合
も
、
「
集
落
集
合
体
」
と
「
耕
地
集
合
体
」
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
を
示

し
て
お
り
、
さ
ら
に
全
体
的
な
小
字
の
範
囲
の
拡
大
か
ら
は
近
世
村
落
・

吹
田
村
全
体
の
発
展
の
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

神
社
と
祭
祀
・
御
旅
所

検
地
お
よ
び
村
切
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
村
落
生
活
の
基
本
と
し
て

宗
教
的
結
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
村
落
生
活
に
お
い
て
神
社
・
寺
院
・
寺

庵
・
堂
・
社
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
信
仰
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果

(43) 

た
し
、
村
落
生
活
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
寺
院
が
個
人
の

信
仰
に
基
づ
く
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
氏
神
は
村
落
全
体
の
信
仰
に

基
づ
き
、
共
同
作
業
を
旨
と
す
る
農
耕
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

氏
神
に
対
す
る
信
仰
は
必
然
的
に
地
縁
的
性
格
を
持
ち
、
氏
神
そ
の
も

の
よ
り
も
、
神
社
の
存
在
こ
そ
が
共
同
体
の
象
徴
と
し
て
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
。

吹
田
の
神
社
に
関
す
る
記
録
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
年
）
「
吹

田
村
寺
社
吟
味
帳
写
」
、
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
年
）
「
吹
田
村
明
細

帳
」
が
あ
り
、
氏
神
牛
頭
天
王
社
（
高
浜
神
社
）
・
氏
神
牛
頭
天
王
社

（
泉
殿
神
社
）
・
氏
神
春
日
大
明
神
社
（
春
日
神
社
）
の
三
社
が
吹
田

村
の
氏
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

春
日
神
社
の
正
確
な
勧
請
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。
吹
田
が
興
福
寺
春

日
社
領
あ
る
い
は
西
園
寺
家
領
と
な
っ
た
際
に
荘
園
鎮
守
と
し
て
勧
請

(45) 

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
江
戸
時
代
は
他
の
二
社
と
同
じ
く
氏
神
と
し

て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
一
年
(
-
九

0
八
年
）
高
浜
神
社
に

合
祀
さ
れ
た
。

(
1
)
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高
浜
・
泉
殿
の
二
社
は
延
喜
式
に
も
記
載
は
な
く
正
確
な
由
緒
は
不

明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
こ
の
二
社
の
類
似
性
に
注
目
し
た
い
。
明
治
二

八
年
(
-
八
九
五
年
）
の
「
神
社
明
細
取
調
方
」
に
よ
る
と
、
い
ず
れ

も
貞
観
―
一
年
（
八
六
九
年
）
播
磨
国
か
ら
祇
園
に
勧
請
さ
れ
た
牛
頭

天
王
の
神
輿
が
吹
田
の
地
に
止
ま
っ
た
も
の
を
祀
る
と
い
う
縁
起
を
も
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
貞
観
七
年
（
八
六
五
年
）
の
吹
田
庄
の
立

庄
、
さ
ら
に
後
に
吹
田
庄
が
東
西
二
庄
に
分
か
れ
た
こ
と
と
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
社
の
類
似
性
は
な
に
よ
り
も
そ
の
祭
礼

に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

高
浜
神
社
の
船
遊
祭
は
当
初
は
神
輿
を
担
い
だ
ま
ま
安
威
川
を
下
る

水
中
神
事
で
あ
っ
た
が
、
明
治
一
九
年
(
-
八
八
六
年
）
コ
レ
ラ
の
流

行
に
よ
っ
て
舟
渡
御
に
変
わ
っ
た
。
神
事
と
し
て
は
こ
の
舟
渡
御
が
中

心
で
あ
る
が
、
民
俗
行
事
と
し
て
は
太
鼓
が
祭
礼
の
中
心
的
存
在
と
な
っ

て
い
る
。
ま
ず
本
殿
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
続
い
て
地
車
が
出
さ
れ
現

在
の
御
旅
所
で
あ
る
春
日
神
社
へ
向
か
う
。
御
旅
所
に
着
い
た
後
、
神

社
の
裏
手
か
ら
舟
渡
御
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
祭
り
の
日
は
旧
暦
六
月

十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二

0
年
(
-
八
八
七
年
）
に
新
暦
五
月
十

五
日
に
変
更
さ
れ
、
現
在
こ
の
祭
礼
自
体
が
五
月
四
・
五
日
の
神
幸
祭

（
渡
御
祭
）
に
形
を
変
え
て
い
る
。

泉
殿
神
社
の
例
大
祭
も
以
前
は
五
月
二

0
日
で
あ
っ
た
の
が
現
在
は

五
月
三
日
と
な
っ
て
お
り
、
高
浜
神
社
の
祭
礼
と
同
時
期
で
あ
る
。
祭

礼
の
内
容
も
類
似
し
て
お
り
、
本
殿
前
で
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
た
後
、

高浜神社氏子圏＇冒

泉殿神社氏子圏←一l

高浜・泉殿神社
氏子混合地域

垂水

川；介—•_i:--‘. --：l r <②: `‘甕‘；・ぶ・

／一色田町/・・・・・--.1しr•\：―::．凶．”-‘；と

ぃ図6 高浜神社・泉殿神社氏子分布図

9

、‘-
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一

神

輿

屏

三

拾

五

人

一

太

鞍

昇

三

拾

五

人

右
者
神
輿
屏
井
は
や
し
太
鞍
之
儀
夏
両
度
共
御
料
方
私
領
方

申
合
屏
番
町
ガ
差
出
候
人
数
向
後
書
面
之
通
相
定
メ
其
度
々

御
料
私
領
共
名
前
書
差
出
し
祭
礼
当
日
村
役
人
差
図
之
刻
限

無
遅
滞
可
罷
出
事

と
あ
る
。
二
社
の
祭
礼
は
同
時
に
把
握
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
性
格
の

近
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
二
社
の
御
旅
所
の
位
置
も
興
味
深
い
。
も
と
も
と
吹
田
西
庄
の

荘
園
鎮
守
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
泉
殿
神
社
は
、
近
世
に
は
御
料
の
社
と

言
わ
れ
て
い
た
。
神
崎
川
沿
い
に
は
そ
の
御
料
領
民
が
多
く
住
ん
で
い

(49) 

た
こ
と
か
ら
川
面
の
集
落
内
に
御
旅
所
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
が
、
川

面
町
は
砂
堆
上
の
高
浜
神
社
を
中
心
と
し
た
「
東
」
の
集
落
集
合
体
に

申
渡

一
、
其
村
両
氏
神
例
年
夏
両
度
祭
礼
之
節
諸
事
取
締
方
改
正
左
之

通

神
輿
と
太
鼓
が
御
旅
所
の
川
面
町
の
大
乃
木
大
明
神
に
向
か
う
。
こ
の

と
き
に
高
浜
神
社
の
前
を
通
る
が
、
祭
礼
の
際
に
別
の
神
社
を
経
由
し

(47) 

て
御
旅
所
へ
向
か
う
と
い
う
の
は
特
徴
的
な
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
嘉

(48) 

永
三
年
（
一
八
五

0
年
）
六
月
「
西
之
庄
町
祭
礼
に
つ
き
請
書
」
の
文

政
三
年
(
-
八
二

0
年
）
の
記
事
に
は
、

属
す
る
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
川
面
町
の
対
岸
に
か
つ
て
の
高
浜

神
社
の
御
旅
所
が
あ
っ
た
御
旅
島
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
二
社
が
時
期
と

(50) 

場
所
を
ほ
ぼ
等
し
く
し
て
神
を
迎
え
祀
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
2
)
氏
子
圏
の
分
布

荘
園
鎮
守
と
し
て
地
域
に
勧
請
さ
れ
た
神
社
は
、
祭
祀
組
織
と
し
て

名
を
単
位
と
し
た
宮
座
を
有
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
宮
座
の
主
体
は

名
主
層
や
在
地
豪
族
で
あ
っ
た
。
し
か
し
中
世
後
期
に
名
経
営
が
解
体

す
る
と
、
名
主
層
や
在
地
豪
族
は
村
落
支
配
か
ら
離
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ

(
5
1
)
 

て
村
落
民
自
身
が
村
落
生
活
の
主
体
的
な
担
い
手
と
な
っ
て
く
る
。
そ

の
よ
う
な
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
っ
て
、
中
近
世
移
行
期
に
村
落
本
位

の
氏
子
組
織
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

氏
子
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
和
歌
森
太
郎
氏
が
「
神
社
に
と
っ
て
最
大

限
の
祭
祀
圏
を
な
す
」
と
し
、
「
氏
子
の
つ
く
る
祭
祀
圏
は
常
に
そ
の

外
郭
に
お
り
、
そ
の
外
側
に
は
も
は
や
別
に
祭
祀
圏
を
も
つ
と
こ
ろ
は

(52) 

な
い
」
と
し
て
お
り
、
萩
原
龍
夫
氏
は
古
代
氏
人
制
↓
中
世
宮
座
制
↓

(
5
3
)
 

近
世
氏
子
制
の
変
遷
を
提
示
し
て
い
る
。
宮
座
が
特
権
的
・
封
鎖
的
で

あ
る
の
に
対
し
て
氏
子
は
よ
り
純
粋
に
村
落
民
の
信
仰
が
反
映
さ
れ
た

純
粋
に
地
縁
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
村
落
領
域
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
、
大
越
勝
秋
・
矢
守
一
彦
両

氏
は
、
共
同
祭
祀
圏
が
行
政
単
位
と
し
て
の
近
世
村
を
超
越
し
た
郷
・

荘
の
境
域
内
で
の
村
落
結
合
を
反
映
し
て
い
る
と
し
て
お
り
、
山
澄
元
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氏
は
近
世
の
郷
・
荘
は
郷
社
の
氏
子
圏
と
対
応
す
る
と
し
た
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
引
き
継
い
で
、
地
域
信
仰
の
最
も
根
幹

で
あ
っ
た
氏
神
社
の
氏
子
圏
に
着
目
し
て
そ
の
信
仰
領
域
を
検
討
し
て

み
た
。高

浜
・
泉
殿
二
社
お
よ
び
氏
子
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
氏

子
が
所
属
す
る
自
治
会
を
該
当
す
る
現
在
の
小
字
に
お
と
し
た
も
の
が

(55) 

図
6
で
あ
る
。
ま
ず
氏
子
圏
が
飛
び
地
状
に
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
①
高
浜
神
社
周
辺
部
②
泉
殿
神
社
周
辺
部
③
吹

田
西
南
部
④
吹
田
中
南
部
⑤
吹
田
外
縁
部
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
を
分
析
し
て
み
る
。

ま
ず
①
②
は
神
社
に
近
接
し
祭
礼
の
執
行
役
と
な
る
最
も
中
心
的
か

つ
古
く
か
ら
の
氏
子
圏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
「
前
期
氏
子
圏
」

と
す
る
。
高
浜
神
社
の
祭
礼
で
は
こ
の
①
に
属
す
る
都
呂
須
町
・
南
町
・

神
境
町
・
六
地
蔵
町
・
奥
町
（
西
奥
・
堀
奥
）
•
宮
ノ
前
町
の
順
に
一

(
5
6
)
 

年
交
代
で
神
輿
の
か
き
番
を
回
す
。
ま
た
泉
殿
神
社
に
つ
い
て
も
御
旅

所
の
あ
る
川
面
と
②
に
属
す
る
西
の
庄
•
浜
の
堂
・
田
中
町
が
順
に
神

輿
か
き
を
勤
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
地
域
も
集
落
の
発
展
に

応
じ
て
拡
大
し
て
い
っ
た
氏
子
圏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
高
浜
神
社
の
氏
子
圏
で
あ
り
な
が
ら
泉
殿
神
社
の
氏
子
圏
を
は

さ
ん
だ
形
で
飛
び
地
状
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
目
を
ひ

く
の
は
金
田
町
で
あ
る
。
検
地
帳
に
該
当
す
る
小
字
の
記
載
が
な
か
っ

た
よ
う
に
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
年
）
ご
ろ
に
開
発
さ
れ
た
新
田
で

(57) 

あ
り
、
前
述
の
文
禄
検
地
の
段
階
で
は
田
地
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は

六
地
蔵
に
住
ん
で
い
た
者
が
移
住
し
て
い
っ
た
出
在
家
村
で
あ
る
た
め
、

位
置
的
に
は
泉
殿
神
社
に
近
い
に
も
関
わ
ら
ず
本
村
（
本
家
）
と
同
じ

高
浜
神
社
の
氏
子
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
金
田
町
は
糸
田
川
沿
い
の
地

(58) 

域
で
唯
一
旧
天
井
川
の
微
高
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
こ
に
独
立

し
た
出
在
家
村
が
で
き
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

④
も
同
様
に
高
浜
神
社
の
氏
子
圏
を
は
さ
ん
だ
泉
殿
神
社
の
氏
子
圏

で
あ
る
。
川
面
町
は
前
述
の
と
お
り
、
御
旅
所
と
し
て
現
在
の
祭
礼
の

執
行
役
も
勤
め
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
③
④
の
氏
子
圏
は
①
②
の
前
氏

子
圏
よ
り
時
期
的
に
下
っ
て
か
ら
の
集
落
及
び
耕
地
の
発
展
に
応
じ
て

展
開
さ
れ
た
氏
子
圏
で
あ
る
た
め
、
「
中
期
氏
子
圏
」
と
す
る
。

そ
し
て
⑤
は
文
禄
検
地
の
段
階
で
は
検
地
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

(59) 

地
域
で
あ
り
、
必
然
的
に
③
④
よ
り
も
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の

氏
子
圏
で
あ
る
た
め
、
「
後
期
氏
子
圏
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は

前
出
の
絵
図
に
も
あ
る
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
神
崎
川
に
分
断
さ
れ
た

地
域
す
な
わ
ち
旧
河
道
で
あ
っ
た
地
域
で
、
現
在
の
小
字
名
を
み
て
も

「
島
」
の
つ
く
名
称
が
目
立
つ
。
御
旅
島
は
か
つ
て
の
高
浜
神
社
の
御

旅
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
絵
図
に

(60) 

よ
れ
ば
こ
こ
も
江
戸
時
代
は
流
作
場
で
あ
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
大

正
以
降
最
初
に
御
旅
町
に
移
り
住
ん
だ
の
が
川
面
町
の
人
々
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
高
浜
神
社
の
御
旅
所
が
春
日
神
社
へ
移
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
か

つ
て
高
浜
神
社
の
御
旅
所
で
あ
っ
た
御
旅
町
が
最
終
的
に
泉
殿
神
社
の
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ま
ず
、
一
章
で
の
検
地
帳
に
よ
る
集
落
と
耕
地
の
分
布
か
ら
、
集
落

は
砂
堆
上
に
集
中
し
て
お
り
、
垣
内
の
存
在
か
ら
も
吹
田
東
西
庄
を
ひ

き
つ
い
だ
「
東
」
と
「
西
」
の
二
つ
の
「
集
落
集
合
体
」
の
存
在
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
出
入
作
の
存
在
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
中
世

の
分
散
的
な
名
経
営
が
残
存
し
て
い
た
た
め
、
耕
地
は
分
散
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
砂
堆
以
東
の
「
上
野
」
と
砂
堆
以
西
の
「
下
野
」
と

い
う
、
二
つ
の
「
耕
地
集
合
体
」
が
明
確
に
み
て
と
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
二
章
で
の
神
社
の
祭
祀
と
御
旅
所
な
ら
び
に
氏
子
圏
の
分

布
を
み
る
と
、
高
浜
神
社
と
泉
殿
神
社
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
子
圏
で
あ
る

「
東
」
と
「
西
」
の
二
つ
の
「
祭
祀
共
同
体
」
を
想
定
で
き
る
。
こ
れ

は
一
っ
の
近
世
村
に
二
つ
の
ほ
ぼ
同
格
の
神
社
が
存
在
す
る
と
い
う
疑

(61) 

問
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
期
・
中
期
・
後
期
と
い
う
氏

、
吹
田
村
に
お
け
る
村
落
領
域
と
村
切

氏
子
圏
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
泉
殿
神
社
の
近
く
に
鎮
座
す
る
片
山
神
社
に
つ

い
て
も
氏
子
圏
の
範
囲
を
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
片
山
神
社
の
氏
子
圏

は
基
本
的
に
は
吹
田
地
域
に
は
及
ば
ず
、
旧
片
山
村
（
大
字
片
山
）
内

で
完
結
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
吹
田
村
と
周
囲
の
片
山
村
・
吉
志

部
村
・
垂
水
村
と
の
村
落
境
界
が
判
明
し
、
近
世
吹
田
村
の
境
域
が
明

確
に
な
っ
た
。

子
圏
11
祭
祀
共
同
体
の
展
開
か
ら
は
、
近
世
村
落
吹
田
村
と
し
て
「
集

落
集
合
体
」
と
「
耕
地
集
合
体
」
が
統
一
さ
れ
て
い
く
過
程
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
吹
田
村
」
は
村
切
に
よ
っ
て
近
世
村
落
と
し
て
成

立
し
た
時
点
で
も
、
「
集
落
集
合
体
」
と
「
耕
地
集
合
体
」
お
よ
び

「
祭
祀
共
同
体
」
か
ら
み
れ
ば
「
東
」
と
「
西
」
二
つ
の
村
落
領
域
に

分
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
村
切
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
形
式
的
な
支

配
単
位
と
し
て
の
村
と
、
実
質
的
な
生
活
•
生
産
の
単
位
と
し
て
の
農

民
の
村
と
が
く
い
ち
が
い
を
見
せ
て
い
る
事
例
で
あ
り
、
当
然
出
入
作

争
論
や
分
村
運
動
の
可
能
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

な
ぜ
村
切
の
時
点
で
支
配
者
側
は
二
村
に
し
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
村

人
達
も
そ
の
後
分
村
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
の
一
っ
は
耕
地
の
状
態
で
あ
る
。
中
世
後
期
の
吹
田
は
分

散
的
な
名
を
中
心
と
し
た
入
組
み
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
世
で
は
所

領
の
入
組
み
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
入
組
み
状
態

に
お
い
て
名
を
耕
作
す
る
農
民
は
、
同
じ
集
落
に
居
住
し
な
が
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の
名
田
を
耕
作
す
る
と
い
う
名
に
付
随
し
た
性
質
を
濃
く
し
、

集
落
を
中
心
と
し
た
村
落
結
合
は
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
集

落
だ
け
を
考
え
た
場
合
は
「
東
」
と
「
西
」
の
二
つ
の
集
落
集
合
体
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
耕
地
に
つ
い
て
は
、
地
質
の

よ
い
「
東
」
と
地
質
の
悪
い
「
西
」
の
生
産
力
は
非
常
に
不
均
衡
な
も

の
と
な
る
。
「
集
落
と
耕
地
の
統
一
体
」
と
し
て
の
「
村
落
」
を
考
え
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表 1 『吹田村検地帳写』集計表（単位は左欄が畝、右欄が歩）

番号 小字名 屋敷 上田 中田 下田 下々田 上畠 中畠 下畠 下々畠 合計

1 宮うしろ 598 24 11 23 611 7 

2 かまわり 57 15 6 

゜
63 15 

3 おしろ 190 20 9 10 200 

゜4 高畠 157 5 11 0 61 5 53 27 22 

゜
5 10 310 17 

5 大その 50 

゜
5 

゜
55 

゜6 四ノニ ， 
゜

3 0 44 

゜
56 

゜7 山畠 6 20 5 15 12 5 

8 山ノ下 27 10 27 10 

9 出口 194 3 194 3 
10 っ{ミノ liたけ 81 25 81 25 

11 そり田 34 10 34 10 
12 たはい 106 2 114 14 19 20 240 6 
13 おく畠 32 

゜
40 3 72 3 

14 木ノ下 10 20 7 15 18 5 

15 うタ 3 

゜
0 20 3 20 

16 城内 8 

゜
1 

゜
20 18 23 25 2 

゜
55 13 

17 やくしたう 43 18 43 2 5 10 2 27 94 27 

18 いぬかき 77 18 ， 
゜

8 10 94 28 

19 五反田 52 1 3 5 14 10 69 16 
20 はなふせ 56 20 26 

゜
82 20 

2.1 ミそしり 3 10 36 20 47 20 0 20 88 10 

22 せしかち 6 5 4 20 10 25 

23 さふかち 159 28 58 19 37 20 3 20 4 20 264 17 
24 はいあかり 8 

゜
8 

゜25 しほか町 11 25 43 20 33 10 1 1 89 26 
26 八子田 20 15 1 10 16 5 2 15 40 15 
27 十九 14 16 65 0 35 5 10 24 125 15 
28 とい 32 15 2 10 41 24 49 25 2 25 2 0 131 ， 
29 北うら 135 21 1 15 10 5 147 11 
30 まつかはな 100( 3 29 0 21 25 168 28 37 5 21 20 1271 21 
31 山ノ田 101 25 46 15 3 

゜
151 10 

認 上ノまへ 53 

゜
36 20 89 20 

33 ふる城 19 

゜
19 

゜34 械ノまえ 50 

゜
24 2 74 2 

35 かた山畠 169 10 25 15 194 25 
36 たけいかもと 131 1 131 1 
37 城ノわき 32 15 64 17 97 2 
38 した田 28 10 24 25 53 5 
39 しりへ 47 10 47 10 
40 蔵の田 3 

゜
1 

゜
4 

゜41 中道 55 24 5 

゜
60 24 

42 やうたう 3 20 6 5 9 25 
43 ニツ池 82 0 19 

゜
7 10 3 2 111 12 

44 した付 52 3 8 10 28 10 88 23 
45 かまけ 18 27 47 20 66 17 
46 たかた 28 24 19 15 2 10 19 2 1 20 71 11 
47 かう北 19 25 12 21 ， 

゜
4 20 46 6 

48 すミ田 12 

゜
12 

゜49 庄かまへ 91 23 27 20 20 10 139 23 
50 山さき 38 23 4 18 43 14 
51 しゃくノせうし 27 5 2 

゜
29 5 

52 ふなはし 12 15 12 15 
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53 そう田 33 28 23 11 57 ， 
54 はら田 17 20 17 20 

55 しい田 97 0 18 20 8 15 124 5 

56 あらち 45 20 36 

゜
81 20 

57 めたわら 51 23 5 20 57 13 

58 ほうとうち 142 25 142 25 

59 ほとう 10 

゜
10 

゜60 くし原 176 23 32 15 1 5 8 10 218 15 

61 こもたれ 65 15 60 

゜
3 20 129 5 

62 はんたのめ 83 27 83 27 

63 小に ， 3 5 

゜
14 3 

64 てんたう 14 5 32 18 1 

゜
47 23 

65 さおい 31 18 11 20 13 

゜
56 8 

66 明神月lj 418 2 241 19 206 20 16 15 41 25 6 2 2 25 933 18 

67 出田 44 0 43 15 23 15 8 20 7 15 127 5 

68 てんとうかいち 14 

゜
7 24 0 15 6 25 29 4 

69 道ノ下 88 0 103 0 253 18 1 10 1 5 57 

゜
504 3 

70 宮ノまへ 783 23 359 15 32 5 2 

゜
5 21 32 2 1 1 lf 6 

71 禰こノ面 11 10 134 15 523 6 87 

゜
33 5 17 5 806 11 

72 はす田 31 24 106 25 58 28 11 15 0 24 11 221 16 

73 きつね塚 270 5 297 20 205 10 80 27 7 15 0 10 861 27 

74 あしあらい 6 

゜
10 

゜
7 15 3 

゜
26 15 

75 嶋さき 106 15 25 10 8 20 26 

゜
6 5 172 20 

76 やけはな 15 

゜
15 

゜77 ふろてん 79 18 90 19 5 10 175 17 

78 長そう 18 21 17 5 5 

゜
7 26 14 13 63 5 

79 めくりた 25 16 23 0 242 29 1 15 293 

゜80 ふちくろ 76 5 58 

゜
5 24 8 

゜
147 29 

81 おとりてん 76 15 31 25 10 

゜
118 10 

82 大かしち 8 10 58 5 66 15 

83 おいけこ 194 5 ， 
゜

203 5 

84 かとや 21 18 3 20 25 8 

85 やけすはら 56 5 25 20 47 20 129 15 

86 六反田 9 10 9 10 

87 おいノはま 7 10 1 

゜
11 20 20 

゜88 内ノ浜 54 13 1 

゜
55 13 

89 いわふ 26 0 24 

゜
1 

゜
51 10 

90 はかますり 25 

゜
2 

゜
27 

゜91 はまさき 10 18 10 21 10 30 20 69 8 13 5 4 0 167 17 

92 ほりおく 3 17 20 20 24 

93 はまノたう 37 2 20 14 18 55 2 

94 ほりかいて 2 25 2 25 

95 ひとつや 47 10 53 5 100 15 

96 やけやす 51 0 496 7 93 24 641 1 

97 ひらき？ 76 128 67 498 10 

97 ほんなミ 76 0 57 15 37 15 6 0 16 0 193 

゜98 こふ池 42 5 185 25 0 20 228 20 

99 いと 5 16 50 19 3 13 59 18 

100 河浦はま 11 1 31 20 27 24 19 5 89 20 

101 さかやす 39 23 13 10 2 16 0 10 55 29 

102 セきめんて 95 22 5 1 11 28 112 21 

103 西だう 12 17 23 21 36 8 

104 ひろしは 2 20 31 26 1 8 35 24 
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105 よしきは 106 20 106 20 

106 たこい 37 

゜
71 1 100 0 208 1 

107 おふち 255 18 71 6 24 20 16 18 368 2 

108 まないたてん 38 

゜
6 

゜
44 

゜109 ほとけた 3 0 39 10 ， 
゜

9 10 1 

゜
4 20 66 10 

110 松か下 15 

゜
1 2 3 

゜
19 2 

111 のつか 6 0 17 28 23 28 

112 みさい 153 15 16 

゜
169 25 

113 かやと 15 10 21 5 33 10 69 25 

114 はまた 37 16 50 15 33 10 23 10 198 ， 17 

゜
360 

゜115 ゑん畠 1 

゜
13 11 14 11 

116 っち取 23 14 39 23 188 6 ， 5 260 18 

117 ハカノシリ 35 20 6 

゜
35 20 

118 こふけ 37 20 66 8 18 25 103 28 

119 かとれ 37 0 23 10 7 10 79 5 

120 なかす 27 20 28 10 30 10 5 20 ， 8 7 

゜
108 18 

121 かいち 3 20 3 10 33 25 47 25 

122 すなこ畠 4 5 44 28 43 2 92 5 

123 川ハタ 10 10 2 

゜
12 10 

124 常光寺 59 6 2 25 39 5 101 6 

125 六地蔵 20 10 19 7 39 17 

126 浜ノ 7 27 5 15 13 12 

127 はマかた 14 15 3 20 18 5 

128 かいちかた 45 14 26 11 71 25 

129 やふひらき 31 17 75 25 57 19 101 22 

130 宮前 12 20 127 14 12 20 29 

゜
41 20 

131 とろす 65 26 65 26 

132 山ひらき 5 0 16 25 94 13 4 

゜
153 17 

133 嶋ふち 3 10 1 13 4 15 10 1 19 ， 
134 順ノ松 39 15 17 20 47 5 

135 せんめう 6 

゜
105 20 182 4 123 26 417 20 

136 ミそさき 15 25 1 24 39 25 276 15 68 20 0 28 403 17 

137 なかれ嶋 1 10 1 15 15 5 67 0 110 10 194 10 

138 ソトシマ 9 15 2 20 1 0 11 2 2 20 0 28 40 0 67 25 

139 嶋口 2 10 2 

゜
4 10 

140 嶋 4 15 62 10 110 27 13 8 10 7 7 25 6 0 215 32 

141 ひろミ 25 20 22 

゜
47 20 

142 三反おさ 54 20 74 

゜
128 20 

143 ほり 1 20 8 14 10 4 

144 ふかた 20 10 20 10 

145 やかへ 198 2 198 2 

146 しツノ田 375 8 90 20 465 28 

147 中田 106 6 3 

゜
109 6 

148 ッカモト 98 5 238 7 29 2 365 14 

149 大かしら 94 11 6 5 100 16 

150 井口 6 5 6 5 

151 あらかわ入 15 20 147 26 169 5 332 21 

152 大シャクタ 37 5 36 21 84 18 22 27 181 11 

153 東マタ 46 25 194 10 241 5 
154 中つか 95 25 78 

゜
173 25 

155 鑓かさき 6 20 5 

゜
11 20 

156 まヘノ 2 0 271 3 2 15 0 28 276 16 
157 ふちかわ 2 10 2 20 
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た
場
合
は
、
共
同
体
と
し
て
の
結
合
を
強
化
す
る
た
め
、
耕
地
を
集
約

(62) 

さ
せ
生
産
力
を
安
定
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
う
―
つ
の
理
由
は
神
社
の
形
態
で
あ
る
。
高
浜
神
社
と
泉
殿
神
社

は
と
も
に
吹
田
庄
が
東
西
に
分
か
れ
た
際
に
牛
頭
天
王
を
氏
神
と
し
て

成
立
し
て
お
り
、
そ
の
祭
礼
の
形
態
も
類
似
し
て
い
る
。
中
世
で
は
、

よ
り
大
き
な
共
同
体
と
し
て
の
行
動
が
必
要
な
場
合
に
、
郷
全
体
で
一

つ
の
鎮
守
を
祀
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
合
を
強
め
る
の
が
一
般
的
な
傾
向

で
あ
る
。
吹
田
村
内
で
完
結
し
つ
つ
も
錯
綜
し
た
氏
子
圏
と
横
断
的
な

御
旅
所
設
定
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
東
庄
•
西
庄
の
荘
園
鎮
守
で
あ
り

な
が
ら
二
社
で
一
郷
の
鎮
守
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ

ら
に
吹
田
に
お
い
て
は
二
村
を
分
割
、
つ
ま
り
二
社
を
分
離
す
る
こ
と

は
こ
れ
ら
の
相
互
補
完
的
な
祭
礼
の
形
態
か
ら
も
不
可
能
で
あ
り
、
そ

う
な
っ
た
場
合
、
郷
の
鎮
守
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
吹
田
村
に
お
け
る
村
切
は
、
「
集
落
集
合
体
」
単
位
で
は

な
く
郷
全
体
の
検
地
が
行
わ
れ
、
近
世
村
落
と
し
て
の
境
域
が
確
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
東
西
二
つ
の
「
集
落
集
合
体
」
と

「
耕
地
集
合
体
」
か
ら
「
集
落
と
耕
地
の
統
一
体
と
し
て
の
村
落
」
へ

向
か
う
過
渡
的
な
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
ち
の
支
配
体
制
か
ら
み
れ
ば
、
吹
田
は
仙
洞

御
料
方
・
柘
植
氏
知
行
所
・
竹
中
氏
知
行
所
の
三
方
入
組
地
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
吹
田
村
西
之
庄
分
宗
門
改
帳
写
」
、
「
吹
田
村
堀
奥
分
宗
旨
御

(63) 

改
人
数
書
」
な
ど
か
ら
、
吹
田
村
が
西
ノ
庄
・
堀
奥
・
東
之
庄
の
三
地

域
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
―
つ
の
村
と
し
て
機
能

し
て
い
た
。
竹
中
領
は
「
東
之
庄
」
御
料
は
「
西
之
庄
」
と
さ
れ
て
お

り
、
明
治
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
東
組
」
「
西
組
」
と
改
称
さ
れ
、
柘
植
領

(65) 

は
「
中
組
」
の
ち
に
「
南
組
」
と
称
し
た
。
当
初
は
吹
田
庄
の
東
西
分

化
に
よ
っ
て
発
生
し
た
「
東
」
と
「
西
」
の
二
つ
の
村
落
領
域
は
、
そ

の
ま
ま
村
落
生
活
に
組
み
込
ま
れ
村
落
民
の
も
の
と
な
る
。
近
世
の
支

配
体
制
は
こ
の
村
落
領
域
に
従
う
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

吹
田
村
は
地
理
的
環
境
に
従
う
か
た
ち
で
集
落
と
耕
地
を
展
開
さ
せ
、

氏
神
へ
の
信
仰
を
通
じ
て
結
合
し
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
吹
田
村
の
村
落

領
域
を
構
成
す
る
基
本
構
造
で
あ
る
。
生
活
の
場
と
し
て
の
村
落
は
、

地
理
的
環
境
も
含
め
て
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
実
感
で
き
る
基
本
的

な
要
索
に
よ
っ
て
ま
ず
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

そ
れ
が
近
世
的
な
支
配
体
制
が
浸
透
す
る
場
面
に
お
い
て
も
よ
り
根
強

く
村
落
の
基
盤
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

吹
田
に
お
い
て
は
、
こ
の
基
本
構
造
に
即
し
た
境
域
の
確
定
が
な
さ

れ
、
東
西
二
つ
の
「
集
落
集
合
体
」
・
「
耕
地
集
合
体
」
お
よ
び
「
祭

祀
共
同
体
」
と
、
「
集
落
と
耕
地
の
統
一
体
と
し
て
の
近
世
村
落
」
と

い
う
二
種
類
の
村
落
領
域
に
従
う
よ
う
な
か
た
ち
で
近
世
的
支
配
体
制

む
す
び
に
か
え
て
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は
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
基
点
と
な
る
太
閤
検
地
か
ら
、
集
落
と
耕
地
に
関
し
て

は
古
代
に
ま
で
遡
り
、
氏
子
圏
に
つ
い
て
は
現
代
ま
で
の
村
落
の
変
遷

を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
今
後
こ
の
基
本
構
造
を
下

地
と
し
て
、
村
切
後
の
村
落
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
見
せ
て
い
っ
た
の

か
、
水
利
や
開
発
の
諸
相
か
ら
追
及
し
て
い
き
た
い
。

注
(
l
)
最
近
の
研
究
で
は
、
秋
澤
繁
「
太
閤
検
地
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史

+
-
』
一
九
九
三
年
）
、
田
中
誠
二
『
近
世
の
検
地
と
年
貢
」
（
塙
書
房
、

一
九
九
六
年
）
、
中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
』
（
校
倉

書
房
、
一
九
九
六
年
）
、
池
亨
「
荘
園
の
消
滅
と
太
閤
検
地
」
（
『
講
座
日

本
荘
園
史

4

荘
園
の
解
体
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
本
多
隆
成
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
権
力
と
社
会
』
（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
）
が
検
地
の
諸
問
題
を
中
近
世
移
行
期
研
究
の
総
括

と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

(
2
)池
上
裕
子
「
織
豊
期
検
地
論
」
（
永
原
慶
二
•
佐
々
木
潤
之
介
編
『
日
本

中
世
史
研
究
の
軌
跡
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
。

(
3
)
田
中
圭
一
『
帳
箱
の
中
の
江
戸
時
代
史
上
』
（
刀
水
書
房
、
一
九
九
一

年
）
、
田
上
繁
「
前
田
領
に
お
け
る
検
地
の
性
格
に
つ
い
て
」
（
「
史
学
雑

誌
』
一

0
二
巻
―

-
0号
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
。

(
4
)
有
光
友
学
「
近
世
畿
内
村
落
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
＼
と
く
に
「
村
切
」
と

分
村
の
問
題
」
（
静
岡
大
学
人
文
学
部
『
人
文
論
集
』
二

0
、
一
九
六
九

年）。

(
5
)
水
本
邦
彦
『
近
世
の
村
社
会
と
国
家
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七

年
）
第
二
章
「
村
社
会
と
幕
藩
体
制
」
。

(
6
)
山
澄
元
『
近
世
村
落
の
歴
史
地
理
』
（
柳
原
書
店
、
一
九
八
二
年
）
。

(
7
)村
落
の
領
域
的
構
成
•
生
活
空
間
の
構
造
を
捉
え
よ
う
と
す
る
村
落
領
域

論
は
福
田
ア
ジ
オ
「
ム
ラ
の
領
域
」
『
歴
史
評
論
」
三
七
四
、
一
九
七
九

年
）
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
、
水
野
章
二
「
中
世
村
落
と
領
域
構
成
」

『
日
本
史
研
究
』
二
七
一
、
一
九
八
五
年
、
田
村
憲
美
「
畿
内
中
世
村
落

の
「
領
域
」
と
百
姓
『
歴
史
学
研
究
』
五
四
七
、
一
九
八
五
年
（
の
ち
に

『
日
本
中
世
村
落
形
成
史
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
所
収
）
な

ど
に
よ
っ
て
、
村
落
領
域
の
形
成
は
中
世
後
期
に
顕
在
化
し
、
近
世
に
定

着
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。

(
8
)
福
田
ア
ジ
オ
氏
は
「
支
配
の
村
・
生
活
の
ム
ラ
」
（
『
木
村
礎
著
作
集
IV

村
の
世
界
視
座
と
方
法
』
月
報
、
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）
で
、

「
今
後
の
研
究
は
、
支
配
の
村
と
生
活
の
ム
ラ
の
相
互
の
関
係
を
、
一
方

を
軽
視
し
た
り
、
無
視
す
る
こ
と
な
く
、
正
当
に
位
骰
づ
け
る
方
向
に
向

か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
、
吉
田

ゆ
り
子
「
上
狛
村
の
村
切
り
と
共
同
体
」
（
石
井
寛
治
・
林
玲
子
編
『
近

世
・
近
代
の
南
山
城
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
が
出
さ
れ
た
。

(
9
)
福
田
ア
ジ
オ
氏
が
「
村
落
生
活
の
伝
統
」
（
『
日
本
民
俗
学
講
座
』
―
-
、
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九
七
二
年
、
の
ち
に
改
題
「
ム
ラ
の
展
開
」
．
『
日
本
村
落
の
民
俗
学
的
構

造
』
弘
文
堂
、
一
九
八
二
年
所
収
）
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
字
は
あ
く

ま
で
も
大
字
に
対
す
る
言
葉
で
あ
っ
て
、
現
在
の
地
籍
表
示
に
お
い
て
も

公
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
福
田
氏
は
「
小
字
は
大
字
内
の
土
地
の
区

画
の
意
味
だ
け
に
限
定
し
、
集
落
や
ム
ラ
の
意
味
に
使
用
す
る
こ
と
は
さ

け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
集
落
や
ム
ラ
の
意
味
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
地
域
の
構
成
単
位
」
の
一
っ
と
し
て
、
多
く
の
呼

称
を
統
一
す
る
意
味
で
一
般
的
な
こ
の
呼
称
を
使
用
す
る
。

(10)
吹
田
市
資
料
『
住
居
表
示
整
備
事
業
の
概
要
』
一
九
八
七
年
。

(11)
亘
弘
文
書
（
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
一
六
四
号
）
。

(12)
吹
田
市
立
博
物
館
蔵
。
気
比
家
は
代
々
旗
本
柘
植
氏
の
家
老
を
勤
め
た
旧

家
で
あ
る
。
絵
図
ー
と
絵
図
2
の
村
絵
図
は
大
き
さ
と
小
字
表
記
に
関
し

て
若
干
差
異
が
見
ら
れ
た
が
、
記
載
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
。
ま
た

絵
図
2
の
裏
面
に
絵
図
ー
と
同
じ
く
宝
暦
十
二
年
二
月
の
記
載
も
見
ら
れ

る
こ
と
や
、
全
体
的
な
作
図
表
現
か
ら
こ
の
二
枚
の
絵
図
が
ほ
ぼ
同
時
期

に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
一
枚
の
比
定
図
に
ま

と
め
た
。
絵
図
全
体
の
写
真
を
掲
載
す
る
こ
と
は
諸
般
の
事
情
か
ら
差
し

控
え
る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
摂
州
嶋
下
郡
吹
田
村
絵
図
」
は
検
地
帳
分
析

の
参
考
史
料
と
し
て
そ
の
記
載
小
字
の
み
を
と
り
あ
げ
た
。

(13)
「
お
く
垣
内
」
「
中
蔵
与
八
屋
敷
」
な
ど
一
般
的
な
小
字
と
は
異
な
る
名

称
も
あ
る
が
、
絵
図
で
は
こ
れ
も
小
字
と
同
質
と
見
な
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
小
字
数
に
入
れ
て
い
る
。

(14)
こ
の
『
吹
田
村
検
地
帳
写
』
（
文
禄
検
地
帳
）
は
三
分
冊
に
な
っ
て
お
り
、

三
冊
分
の
合
計
高
を
記
し
た
も
の
が
第
三
冊
と
し
推
定
さ
れ
る
ほ
か
は
不

明
と
さ
れ
て
い
た
。
中
口
久
夫
氏
は
前
掲
論
文
で
、
検
地
施
行
順
序
の
推

定
と
、
天
和
三
年
竹
中
領
検
地
帳
の
各
筆
に
付
し
て
あ
る
番
号
の
始
め
の

部
分
が
字
宮
後
に
は
じ
ま
る
こ
と
か
ら
、
市
史
で
は
第
三
冊
と
し
て
あ
る

も
の
を
第
一
冊
と
推
定
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
の
施
行
順
・
記
載
順
に

従
う
。

(15)
速
水
佐
恵
子
「
太
閤
検
地
の
実
施
過
程
」
（
『
地
方
史
研
究
』
六
五
、
一
九

六
三
年
）
、
前
掲
秋
澤
論
文
。

(16)
早
田
隆
三
文
書
（
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
三
一
号
）
。

(17)
中
口
久
夫
「
文
禄
三
年
摂
州
太
田
郡
吹
田
村
検
地
帳
の
分
析
」
（
「
吹
田
の

歴
史
』

4
、
吹
田
市
史
編
さ
ん
室
、
一
九
七
六
年
）
。
吹
田
村
に
は
他
に

旗
本
領
竹
中
方
に
寛
文
・
天
和
の
検
地
帳
各
＿
―
-
冊
と
御
領
方
に
延
宝
検
地

帳
一
冊
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中
口
氏
は
前
者
に
つ
い
て
「
吹
田
村
旗
本
竹

中
領
寛
文
・
天
和
検
地
帳
に
つ
い
て
」
（
『
吹
田
の
歴
史
』

5
、
一
九
七
八

年
）
で
分
析
し
て
い
る
。

(18)
集
計
に
際
し
て
は
、
中
口
氏
推
定
の
施
行
順
に
従
っ
て
小
字
に
番
号
を
付

し
、
同
一
の
小
字
は
最
初
の
番
号
に
一
括
し
た
。
ま
た
「
か
い
ち
」
「
か

い
と
」
「
里
内
」
「
さ
と
の
内
」
「
ひ
ら
き
」
「
ゑ
い
田
」
「
ゑ
ん
畠
」
な
ど

の
一
般
的
な
小
字
名
で
は
な
く
、
そ
の
小
字
に
付
随
し
た
土
地
の
性
格
を

現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
名
称
も
若
干
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
直
前
に
記
載
さ
れ
て
い
る
小
字
に
属
す
る
も
の
は
一
括
し
、
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正
確
さ
を
期
し
が
た
い
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
小
字
名
と
し
た
。

(19)
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
（
大
明
堂
、
一
九
八

五
年
）
、
同
「
中
世
の
村
落
」
（
藤
岡
謙
二
郎
ほ
か
編
『
講
座
考
古
地
理
学
』

4
「
村
落
と
開
発
」
学
生
社
、
一
九
八
五
年
）
。
氏
は
と
く
に
歴
史
時
代

の
村
落
研
究
に
お
い
て
微
地
形
へ
着
目
し
、
条
里
地
割
の
分
布
は
微
地
形

の
制
約
を
強
く
受
け
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
条
里
プ
ラ
ン
は
非
常
に
合

理
的
な
土
地
表
示
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
た
め
土
地
管
理
の
基
礎
と
し
て
長

期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
つ
づ
け
、
境
域
の
確
定
や
荘
園
内
の
土
地
管
理

に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
た
」
と
指
摘
す
る
。

(20)
前
田
昇
「
吹
田
砂
堆
」
（
吹
田
市
史
編
さ
ん
室
『
吹
田
の
歴
史
』
二
、
一

九
七
四
年
）
。

(21)
『
豊
中
市
史
第
一
巻
』
一
五
四
頁
付
図
、
一
五
五

S
一
五
六
頁
、
島

田
次
郎
『
日
本
中
世
村
落
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）

口
絵
写
真
‘
1
0
一
頁
な
ら
び
に
第
一

1
三
図
、
服
部
昌
之
『
律
令
国
家

の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
（
大
明
堂
、
一
九
八
＿
―
-
年
）
。

(22)
毎
年
、
吹
田
市
教
育
委
員
会
よ
り
刊
行
さ
れ
る
「
埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘

調
査
概
報
」
の
発
掘
報
告
で
も
、
こ
の
砂
堆
上
に
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に

か
け
て
の
集
落
遺
構
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
前

出
の
前
田
氏
は
「
低
湿
な
淀
川
の
氾
濫
原
で
は
一
、
ニ
メ
ー
ト
ル
と
の
僅

か
な
高
低
差
が
集
落
立
地
に
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
標
高
五
メ
ー
ト
ル

を
越
す
吹
田
砂
堆
の
微
高
地
は
淀
川
下
流
の
平
野
の
中
で
は
ま
こ
と
に
き

わ
だ
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

(23)
『
吹
田
市
史
」
第
一
巻
、
二
八
九
頁
。

(24)
『
吹
田
市
史
』
第
一
巻
、
五
八

S
六
二
頁
。

(25)
中
口
氏
前
掲
論
文
。

(26)
橋
本
義
敏
文
書
（
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
一
号
）
。

(27)
中
口
氏
前
掲
論
文
。
な
お
、
氏
は
神
境
が
環
濠
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

(28)
寛
正
二
年
(
-
四
六
一
年
）
「
崇
禅
寺
領
目
録
」
（
『
吹
田
市
史
』
第
四
巻
、

二
六
四
号
）
に
「
奥
の
木
工
作
」
と
あ
る
の
は
、
大
工
垣
内
に
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

(29)
中
口
氏
前
掲
論
文
。

(30)
前
出
土
地
条
件
図
「
大
阪
東
北
部
」
に
よ
る
。

(31)
文
久
三
年
(
-
八
六
三
年
）
「
検
見
方
に
つ
き
竹
中
領
吹
田
村
百
姓
願
状

写
」
（
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
五
八
号
）
。

(32)
註
31
に
同
じ
。

(33)
『
吹
田
市
史
』
第
二
巻
、
一
―
二
頁
。

(
3
4
)
亘
節
「
地
名
の
由
来
•
そ
の
1
3

」
（
吹
田
市
役
所
刊
『
す
い
た
今
昔
」

一
九
六
五
年
）
。

(35)
亘
節
「
く
わ
い
考
」
（
吹
田
市
役
所
刊
『
す
い
た
今
昔
』
一
九
六
六
年
）
。

(36)
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
「
小
作
関
係
に
つ
き
吹
田
村
地
持
百
姓
願
状

写
」
（
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
‘
―
二
二
号
）
。

(37)
前
出
土
地
条
件
図
「
大
阪
東
北
部
」
。
ま
た
中
口
氏
も
前
掲
論
文
で
同
様

に
指
摘
し
て
い
る
。
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(38)
「
醍
醐
雑
事
記
」
（
『
吹
田
市
史
」
第
四
巻
、
三
九
号
）
。

(39)
「
醍
醐
雑
事
記
」
（
『
吹
田
市
史
」
第
四
巻
、
四

0
号）。

(40)
「
摂
津
国
司
庁
宣
案
」
（
『
吹
田
市
史
」
第
四
巻
、
一

0
五
号
）
。

(41)
宮
川
満
「
崇
禅
寺
領
目
録
と
吹
田
」
（
吹
田
市
史
編
さ
ん
室
『
吹
田
の
歴

史』

1
、
一
九
七
二
年
）
。

(42)
木
村
礎
・
高
島
禄
雄
編
『
耕
地
と
集
落
の
歴
史

1
香
取
社
領
村
落
の
中
世

と
近
世
』
（
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
、
一
九
六
九
年
）
三

0
七
ー
三

0
八
頁
。

(43)
上
井
久
義
「
中
世
村
落
と
社
・
寺
・
堂
」
（
日
本
宗
教
史
研
究
会
編
『
共

同
体
と
宗
教
」
日
本
宗
教
史
研
究
五
、
一
九
七
四
年
）
。

(44)
『
吹
田
市
史
」
第
六
巻
、
一
八
五
号
、
七
八
号
。

(45)
亘
節
「
吹
田
志
稿
』
八
頁
。

(46)
「
泉
殿
神
社
文
書
」
。

(47)
『
吹
田
市
史
』
第
八
巻
、
五
―

1
0頁。

(48)
西
之
庄
共
有
文
書
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
一
九
五
号
。

(49)
中
口
氏
前
掲
論
文
。
氏
は
他
の
泉
殿
神
社
の
氏
子
が
御
料
で
あ
る
の
に
対

し
田
中
村
の
み
竹
中
頷
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
金
田
町
の
場
合

と
異
な
り
支
配
や
旧
村
と
の
関
係
で
は
な
く
地
縁
的
結
合
を
重
視
し
て
地

下
の
氏
神
に
つ
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

(50)
高
浜
神
社
・
泉
殿
神
社
お
よ
び
『
吹
田
市
史
」
第
八
巻
、
五
二

0
頁。

(51)
原
田
敏
明
「
村
の
祭
祀
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
。

(52)
和
歌
森
太
郎
『
中
世
協
同
体
の
研
究
』
（
清
水
弘
文
堂
書
房
、

年
）
七
頁
。

一
九
五
〇

(53)
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
増
補
版
」
（
吉
川
弘
文
館
、

七
五
年
）
。
氏
は
戦
国
期
の
氏
子
に
つ
い
て
①
ひ
と
つ
の
村
に
ひ
と
つ
の

神
社
と
い
う
基
準
の
形
成
②
氏
子
地
域
の
形
成
、
と
い
う
特
徴
を
あ
げ
て

い
る
。

(54)
藤
岡
謙
―
一
郎
ほ
か
編
『
歴
史
地
理
・
郷
土
地
理
」
第
二
編
第
二
章
第
五
節
、

一
九
五
八
年
、
大
越
勝
秋
「
和
泉
の
宮
郷
の
分
布
と
成
立
」
（
『
人
文
地
理
』

一
四
ー
六
、
一
九
六
―
一
年
）
。

(55)
調
査
し
た
氏
子
圏
は
現
在
の
も
の
で
あ
る
が
、
氏
子
は
そ
の
性
質
上
基
本

的
に
継
続
性
を
も
ち
、
極
端
な
変
質
し
な
い
。
こ
こ
で
は
現
在
の
氏
子
圏

が
近
世
以
前
の
氏
子
圏
を
復
原
す
る
十
分
な
材
料
に
な
り
え
る
と
考
え
た
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
現
在
の
小
字
界
で
氏
子
圏
を
分
類
し
て
い
る
。

(56)
た
だ
し
西
奥
以
下
は
「
四
町
か
き
」
と
し
て
四
つ
が
一
組
に
な
っ
て
当
番

を
勤
め
て
い
る
。

(57)
さ
ら
に
続
い
て
成
立
し
た
下
新
田
・
上
新
田
と
と
も
に
吹
田
三
新
田
と
言

わ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
堤
防
に
沿
っ
た
集
落
で
あ
る
た
め
堤
新
家
と
呼

ば
れ
て
い
た
。

(58)
前
出
「
土
地
条
件
図
」
。

(59)
前
章
参
照
。

(60)
前
出
「
摂
州
嶋
下
郡
吹
田
村
絵
図
」
。

(61)
萩
原
前
氏
掲
著
書
。

(62)
高
牧
賓
「
幕
藩
制
成
立
期
の
村
落
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
第

二
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
耕
地
の
集
積
や
集
約
的
な
農
業
経
営
の
推
進
が
、 九

-22-



「
農
民
闘
争
の
母
体
と
し
て
の
」
村
落
結
合
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
い
う

論
点
を
提
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
村
落
を
農
民
闘
争
の
母
体
と
し
て
位

置
付
け
す
る
こ
と
は
十
分
に
出
来
な
い
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
視
点
を
ふ
ま

え
て
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

(63)
『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
号
、
六
八
号
。

(64)
亘
氏
に
よ
る
と
、
「
ほ
り
お
く
」
「
奥
」
は
東
之
庄
の
本
村
あ
る
い
は
高
浜

神
社
か
ら
み
て
奥
に
あ
る
か
ら
奥
村
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、

「
ほ
り
」
（
「
堀
之
内
」
）
は
神
崎
川
と
三
方
の
堀
に
囲
ま
れ
た
環
濠
集
落
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
亘
節
「
地
名
の
由
来
」
そ
の

7

『
す
い
た

今
昔
』
一
九
六
五
年
）
。

(．

65)
中
口
氏
前
掲
論
文
。

（
関
西
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

（
付
記
）

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
吹
田
市
立
博
物
館
の
EEi
口
泰
久
氏
、
関
西
大
学
文

学
部
教
授
（
歴
史
地
理
学
）
の
高
橋
誠
一
先
生
よ
り
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
り

ま
し
た
。
ま
た
高
浜
神
社
、
泉
殿
神
社
、
片
山
神
社
な
ら
び
に
近
隣
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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